
□ 導入 ■ 一部導入 □ なし ～

１　施設の概要

２　職員の状況（令和４年４月現在）※主に指定管理業務に従事する職員数
人

短時間雇用の職員： 人 合計： 人

３　収支の状況（令和４年度決算額） （円）

※指定管理者の指定管理業務等及び自主事業に係る収支を記入（指定管理者団体全体の収支ではない。）

４　利用の状況

５　施設における実施事業の状況

企画展示関連イベ
ント等

関連行事延
べ208日

1,677
展示解説会、実演会、各種
体験行事等を実施

本日、ワークショップに参加
し、その後に作品を見たた
め、作品がどのように作られ
たかという視点でも見れて、と
ても興味深かったです。

常設展示及び企画
展・特別展

280日 17,499
蚕糸業や絹文化など、テー
マを絞った企画展・特別展
を計8回開催

とても美しく、華やかで、色々
な想像をふくらませる事もでき
ました。

体験教室 159回 6,938
染色、機織り、繭クラフト、
和布等の体験教室開催

糸をぐるぐるまわすのがおも
しろかった。いろいろな糸をさ
われた。

③利用料収入（円）
　（指定管理者収受額）

2,192,370 2,903,642 1,899,883

事業・イベント名 開催日 参加者数 内容 参加者の感想等

①年間利用者数(人) 28,958 28,342 24,145

②使用料収入（円）
　　（県納付額）

－ － －

収入合計 108,116,452 支出合計 106,664,607

令和４年度（実績） (参考)令和３年度(実績) (参考)令和２年度（実績）

その他（雑収入、繰越金等） 5,452,393 租税公課費 5,580,313

その他（事務費、修繕費等） 6,625,458

利用料収入 2,192,370 企画展示費 21,767,473

体験学習負担金 2,703,689 維持管理費 13,595,976

収　　入 支　　出

指定管理料 97,768,000 人件費 59,095,387

指定管理業務内容

・日本絹の里の維持・管理及び利用の承認
・蚕糸絹業に関する展覧会の企画・開催
・染色、織り、繭クラフト等の体験事業の企画・運営
・シルクショップの運営（平成30年度からは公募により（株）絹工房が運営）
・蚕糸絹業関係者の交流支援
・蚕糸絹業に関する情報提供
・蚕糸絹業に関する資料の収集・管理

通常（フルタイム）の職員： 7

10 17

利用料金制 R3.4.1 R8.3.31

※利用料金制とは施設の利用に係る料金を指定管理者の収入として収受させる制度。「一部導入」は利用料金制を導入しているが
指定管理料を支出している施設

施設所在地 高崎市金古町888番地1

指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和４年度分）

施設名 日本絹の里 所管課 農政部蚕糸園芸課

指定管理者名 （公財）群馬県蚕糸振興協会
指定期間

5 年
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６　利用者満足度調査等の結果及び対応状況
（実施期間）

（実施方法・回収率等）

（項目別回答集計）

（利用者からの意見等）

（調査結果分析）

（調査結果への対応状況）

（その他苦情・要望等及びその対応状況）

・企画展・特別展ごとに来館者アンケートを実施　回答者３２１人

・満足度：満足９３．２％、普通５．３％、不満０．９％、無回答０．６％
・性別：男性２３．７％、女性６８．５％、無回答７．８％
・年齢：中学生以下１５．９％、16～19歳１．６％、20歳代４．７％、30歳代４．０％、40歳代１０．９％、
50歳代１０．６％、60歳代１９．３％、70歳代以上２７．７％、無回答５．３％
・居住地：高崎市２９．９％、前橋市１９．０％、その他県内３６．１％、県外１３．４％、無回答１．６％
・来館回数：初めて３２．４％、２～３回２４．３％、４～６回１４．３％、７～９回６．９％、10回以上１９．９％、無
回答２．２％

・織の種類が沢山あり実際見る事が出来てうれしいです。【桐生織の伝統工芸士展】
・江戸小紋の色、柄の種類を堪能いたしました。【百色百型江戸小紋の世界】
・クイズもあってわかりやすかったし、いろいろしれてたのしかった。【学ぼうカイコ】
・平安時代が好きなので、近所でこれほど充実した展示が見られるのがとても嬉しいからです。風俗博物館
にはなかなか行けないので感激です。【平安王朝の文化】
・美しい着物に感動、ついつい時間を忘れ見いってしまいました。ありがとうございました。【伊香保温泉×キ
モノ】
・絹を使ったアート作品で、普段の着物や人形といった展示とは全く違う角度から、絹の魅力や可能性を感じ
ることができた。【寺村サチコ展】
・まゆクラフトと絹の色々な作品がみられて楽しかった。【まゆクラフトと絹の作品展】

・利用者の９割以上が満足と回答しており、来館回数２回以上が約３分の２とリピート率が高い。
・利用者の約７割が女性である。また、年齢層は５０歳以上が約６割を占めている。
・県内居住者が９割近くに上り、高崎市・前橋市在住者が全体の約４割を占めている。

・対応が可能な案件については、遅滞なく改善等を行っている。
・朝礼、会議等において利用者の意見や要望等について情報共有を図り、職員対応の徹底を図っている。

・展示場内の照明、室温調整等、直ちに対応が可能な案件については、早急な対応を行っている。

・通年
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７　管理運営状況の評価　（Ａ：優良、Ｂ：良好、Ｃ：要努力、Ｄ：要改善）

＜評価できる事項＞

＜改善すべき課題＞

（個別項目ごとの評価）

(参考)　指定管理者の自己評価及び評価委員会の年度評価結果

評価委員会の
年度評価

Ａ
・管理運営体制、法令遵守の状況、施設の維持管理、展示の内容等おおむね評価
できる。
・蚕糸絹業の情報発信拠点としての役割を果たしている。

　労働条件評価の実施 無

総合
評価

評価の考え方

指定管理者の
自己評価

Ａ
日本絹の里運営の指定管理者として、公益的な視野に立ち、当館設置目的を十分
に発揮するよう努力している。

管理運営体制 Ａ 防災対策及び緊急時の対応 Ａ

法令遵守等 Ａ 個人情報保護及び情報公開 Ａ

サービスの提供内容 Ａ 地域貢献 Ａ

管理費用の執行状況 Ａ 環境問題への取組 Ａ

評価項目 評価 評価項目 評価

平等利用の確保 Ａ 利用者対応 Ａ

評価項目
総合
評価

評価の考え方
評価できる事項及び
改善すべき課題

総合評価 Ａ

基本協定及び年度協定に基づき、おお
むね施設の設置目的に沿った適切な管
理・運営が行われていると認められる。
また、施設利用者の評価も継続して高い
水準を維持している。

施設の清掃・管理が行き届いており、新
型コロナウイルス感染症対策も行われて
いる。わかりやすい展示とともに、体験学
習や関連行事も行われており、利用者の
満足度も高い。蚕糸絹業の情報発信拠
点としての役割も果たしている。

ＳＮＳを活用した広報など、来館者確保
に向けて、情報発信において更なる工夫
が望まれる。人材育成の観点から、企画
力・提案力向上のための研修の機会を
設けてほしい。
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